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○柳井市大畠総合センター条例 

平成17年２月21日条例第69号 

改正 

平成17年12月22日条例第202号 

平成23年９月27日条例第14号 

平成25年12月25日条例第28号 

平成30年９月27日条例第24号 

平成31年３月26日条例第４号 

柳井市大畠総合センター条例 

（設置） 

第１条 市民の健康保持、増進及び老人の福祉向上を図る総合的な拠点として柳井市大畠総合セン

ター（以下「大畠総合センター」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 大畠総合センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

(１) 名称 柳井市大畠総合センター 

(２) 位置 柳井市神代4830番地 

（指定管理者による管理） 

第３条 大畠総合センターの管理に関するもののうち、次に掲げるものは、法人その他の団体であ

って市が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせるものとする。 

(１) 大畠総合センターの利用調整に関すること。 

(２) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

（利用の許可） 

第４条 大畠総合センターを利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければ

ならない。許可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

２ 指定管理者は、前項による利用許可の際、管理上必要な条件をつけることができる。 

（許可の制限） 

第５条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用を許可しない。 

(１) 公共の秩序又は風紀を乱すおそれがあると認められるとき。 

(２) 建物又は附属施設を破損するおそれがあると認められるとき。 

(３) 専ら営利等を目的とすると認められるとき。 
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(４) 前３号のほか、管理上支障があると認められるとき。 

（許可の取消し等） 

第６条 次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り消し、若しくは停止し、又は利用の条

件を変更することができる。この場合において、第４条の規定により大畠総合センターの利用許

可を受けた者（以下「利用者」という。）が損害を受けることがあっても、指定管理者は、その

責めを負わない。 

(１) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(２) 利用の許可の条件に違反したとき。 

(３) 公益上特に必要があると認めたとき。 

（利用料金の納入） 

第７条 利用者は、指定管理者に大畠総合センターの利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

を利用期日までに納付しなければならない。 

２ 利用料金は、別表に掲げる額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て、

定めるものとする。 

（利用料金の収入） 

第８条 利用料金は、指定管理者の収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、公益上特に必要と認めるときは、利用料金を減免することができる。 

（利用料金の還付） 

第10条 納付した利用料金は、還付しない。ただし、特別の事由があると認めたときは、この限り

でない。 

（目的外利用の禁止） 

第11条 利用者は、利用許可の目的外に利用し、又はその利用の権利を譲渡し、若しくは転貸して

はならない。 

（原状回復） 

第12条 利用者は、大畠総合センターの建物及び附属設備の利用後はすべて原状に復さなければな

らない。利用許可を取り消された場合においても同様とする。 

（損害賠償） 

第13条 利用者は建物及び附属設備を破損し、汚損又は滅失したときは、その損害を賠償しなけれ

ばならない。ただし、指定管理者が不可抗力によるものと認めたときは、この限りでない。 
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（指定管理者の管理の期間） 

第14条 指定管理者がセンターの管理を行う期間は、指定を受けた日の属する年度の翌年度の４月

１日（当該指定を受けた日が４月１日である場合は、当該の日）から起算して５年間とする。た

だし、指定期間満了後の再指定を妨げない。 

（委任） 

第15条 この条例の施行に関し、必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年２月21日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の大畠町老人福祉センター設置及び管理条例（昭和

62年大畠町条例第３号）又は大畠町保健センター設置及び管理条例（昭和62年大畠町条例第４号）

（以下これらを「合併前の条例」という。）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、

それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

３ 合併前の条例の規定により課した、又は課すべきであった使用料の取扱いについては、なお合

併前の条例の例による。 

附 則（平成17年12月22日条例第202号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第３条の規定による指定に関し必要な行為は、この条例の施行の日前（以下「施行日前」とい

う。）においても、行うことができる。 

（経過措置の原則） 

３ この条例の施行の際、現に受けている利用の許可に係る利用料金については、なお従前の例に

よる。 

４ 施行日前の条例の規定によりなされた処分、手続きその他の行為は、それぞれこの条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成23年９月27日条例第14号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 
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（管理の期間の特例） 

２ この条例の施行の日における指定管理者の管理の期間は、改正後の柳井市大畠総合センター条

例第14条の規定にかかわらず、平成24年３月31日までとする。 

附 則（平成25年12月25日条例第28号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。（後略） 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に納入通知を行った使用料、利用料金、占用料、手数料及び採取料につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（平成30年９月27日条例第24号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（柳井市大畠総合センター条例の一部改正に伴う経過措置） 

３ この条例の施行の日における指定管理者の管理の期間は、第２条の規定による改正後の柳井市

大畠総合センター条例第14条の規定にかかわらず、平成33年３月31日までとする。 

附 則（平成31年３月26日条例第４号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成31年10月１日から施行する。（後略） 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に納入通知を行った使用料、利用料金、占用料、手数料及び採取料につ

いては、なお従前の例による。 

別表（第７条関係） 

柳井市大畠総合センター基本利用料金 

階 室名 

面積 午前 午後 夜間 

（㎡） ９時から正午ま

で 

正午から５時ま

で 

５時から10時ま

で 

１階 

研修室 48.00 1,100円 1,320円 1,650円 

娯楽室(１) 50.40 1,320円 1,760円 1,980円 

娯楽室(２) 50.40 1,320円 1,760円 1,980円 
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２階 

健康増進室 326.00 3,960円 5,280円 6,600円 

栄養指導室 64.00 1,320円 1,760円 1,980円 

健康指導室 40.00 1,100円 1,320円 1,650円 

その他の室 
特に利用を認めた場合は、指定管理者が定める面積類似の室の利用料

金に相当する額とする。 

冷暖房利用料金 実費を超えない範囲内で指定管理者が別に定める。 

備考 

１ 利用者が入場料その他これに類する料金を徴収する場合で、営利等の目的に利用しないと

きの基本利用料金の額は、この表に定める基本利用料金の100分の50を加算した額とする。 

２ 利用者がこの表に定める利用時間を超えて利用するときの基本利用料金の金額は、この表

に定める基本利用料金の額にその超える利用時間１時間につき、この表の利用時間の午前、

午後又は夜間の区分に応じて、当該利用時間欄に掲げる基本利用料金の額（午後10時を超え

るときは、夜間欄に掲げる基本利用料金の額）の100分の20に相当する額を加算するものとし、

この場合において、１時間未満の端数が生じた場合には、１時間とする。ただし、２時間を

超えて利用するときは、この表に定める基本利用料金の額（午後10時を超えるときは、夜間

欄に掲げる基本利用料金の額）とする。 

３ 休日等（日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定

する休日をいう。）に利用するときの基本利用料金の額は、この表に定める利用料金の100

分の20を加算した額とする。 

４ 基本利用料金の算定において10円未満の端数が生じたときは、その端数金額を切り捨てる

ものとする。 


